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沿岸地域の社会・経済システムは脆弱で天候の変動に影響を受けやすい。気候変動の影

響にもより脆弱であろう。自然資源の減少と人口増加による食料需要の拡大に直面する社

会にとって、漁業を含めた農業の集約化が、農業の将来的な成長にとって唯一の方策であ

る。農業の集約化は作付けの変化や多角化によって達成される。小規模農家にとって重要

な戦略であり、リスク管理の方法と考えられる。インドでは１９８０年初頭に農業の多角

化が進展した。市場での機会の発展を捉えて、農民は高収益作物への転換を急速に行って

きた。作物の多角化には、食料と栄養の確保、収入の拡大、貧困緩和、雇用機会の創出、

土地と水資源の賢明な利用、持続的農業開発と環境の改善等、多くの便益がある。 
本稿の目的は、タミルナドゥ州の沿岸郡における作物の多角化を検討し、地域の農業の

持続的発展のための将来的多角化のオプションを政策提言することである。タミルナドゥ

州 の 沿 岸 ９ 郡 (Kancheepuram, Cuddalore, Nagapattinam, Thanjavur, Pudukottai, 
Ramanathapuram, Tirunelveli, Thoothukudi and Kanniyakumari) の作付データ  (1980-81, 
1985-86, 1990-91, 1995-96, 2000-01, 2005-06)を用いて分析を行った。分析に選んだ作物は、

米、ソルガム、メイズ、さとうきび、綿、らっかせい、とうがらし、バナナ、雑穀である。

多角化の分析には改良エントロピー指標 (Modified Entropy Index) を用いた。指標は 0.319 
から 0.864 まで変化を見せた。Kanniyakumari 郡では多角化指標の最大の増加を経験し、

Toothukudi 郡では最大の減少を経験した。Toothukudi 郡と Kancheepuram 郡では、過去２５

年間に多角化ランキングの１位と２位を占め、平均多角化指標は、それぞれ 0.827 と 0.746
であった。Kanniyakumari 郡ではこの期間、多角化ランキングの上昇があった。Palanisami et 
al. (2009)による沿岸郡の気候変動に対する脆弱性の研究では、Ramanathapuram 郡と

Nagapattinam 郡が最も気候変動に脆弱であると報告された。この２郡の多角化指標は、そ

れぞれ 0.403 と 0.413 であった。このことから作物多角化と気候変動に対する脆弱性には

負の関係があることが考えられる。レジリアンスとは一般的には、レジスタンスのレベル

もしくはショックからの回復を指す。沿岸郡の場合、降雨量の変動は通常のショックであ

り、洪水や旱魃その他の自然災害を伴う。この地域での典型的なレジスタンスは、過去３

０年に渡る、沿岸部での作付体系の変化であろう。多角化が減退している地域では、レジ

リアンスメカニズムによるリスク削減のため、農業技術や農業経営多角化の役割が重要で

あろう。 
 


	01_表紙
	       ISBN  978-4-902325-40-9
	Research Institute for Humanity and Nature


	02_中表紙FR08
	       ISBN  978-4-902325-40-9
	Research Institute for Humanity and Nature


	03-1目次(rev.1)
	03-2_目次（日本語）
	04_Preface
	05_Proposal（rev.1）_fig modifiedU
	a. Research Contents and Methodology
	b. Research Areas
	For the entire project
	For research themes
	Figure 1. Resilience of Social-Ecological System and Four Themes


	06_FR2プロジェクトメンバー（英語版）
	08_報告書FY08EN..(宮嵜)rev.1
	09_Progress_Report November08(rev.1)
	10_2008 Annual Report (Sakurai)(rev.1)
	11_081222 08FR2 T.Yamauchi_rev.1_
	12_KannoReport2(rev.1)
	13_島田（英語）..
	14_FR2Kodamaya2009Jan12(rev.1)
	15_０２０９_岡本（英..
	16_Ishimoto-ENG(rev.1)
	17_Annual_report_format_ENG_yoshimura_Fver(rev.1)
	18_Report2008_yamashita_ENG[1](rev.1)
	19_Keiichiro_Matsumura_IV-3 FY2008Report(revised)(rev.1)
	20_Ex Ante and Ex Post Shock Coping Strategies(rev1)
	21_Ranganathan(rev.1)
	22_Weather_Insurance_Paper_-_For_RIHN_FR2_Resilience_Annual_Report_2_-19.01.2009(rev.1)
	23-0_5th_Resilience_WS_program_EN
	23-1_6th_Resilience_WS_program_EN
	23-2_Seminar[1](rev.1)
	24_FR2 Research Plan（最終）
	26_はじめに
	27_FRプロポーサル(rev.1)_fig modifiedU
	28_FR2プロジェクトメンバー（日本語版）
	29_報告書FY08日本語要旨（真常）(rev.1)
	30_報告書FY08JP..(宮嵜)rev.1
	31_Mwale08J　..（ザンビア日本語）
	32_2008 Annual Report (Sakurai) 日本語要旨(rev.1)
	33_081224 和文要旨（山内）(rev.1)
	34_2008 Annual_report(Kanno)和文要旨（菅野）(rev.1)
	35_島田（日本語）
	36_2009janFR2児玉谷日本語(rev.1)
	37_０２０９岡本（日本..
	38_石本　日本語(rev.1)
	39_Annual_re..(rev.1)
	40_Report2008_yamashita_JPN[1](rev,1)
	41_IV-3_FY2008Report日本語要約(松村）(rev.1)
	42_ThamanaAbstJ08(rev.1)
	43_Planisami_Agriculture08abs（rev.1）
	44_Senthilnathan_Weather08abs(rev.1)
	45-0_第5回レジリアンス..
	45-1_第6回レジリアンス..
	45-2 第7回レジリアンス・プロ..
	46_セミナー(rev.1)
	47_FR2研究計画（日本語）
	48_裏表紙
	Tel: +81 (0)75 707 2100




